
































/, ,( ) ( ) ( ) は平面構造の水平偏波（H）及び垂直偏波
（E）姿態の高さ方向固有関数，導波路に直角・平行・面に垂直の
方向を^, //,k と定義したときV J J, . //^ は圧（電圧・磁圧）と流（電流，
磁流）方向成分である．平面構造での面内伝搬定数と面アドミタン
ス次式で与えられると
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横等価伝送線路の伝搬定数と特性アドミタンスは次式で与えら
れる．
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示す．図4の水平偏波動作では主要電磁界成分は Ey と Hz，図5の垂
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cations”, 1986 IEEE MTT－S Digest, GG－4, pp797－800
図2　1～5次実効屈折率対導波路幅
図3　不連続 b－b’前後での電磁界接線成分の連続性
図4　中心電気壁の姿態（A TE 様姿態　水平偏波動作） 図5　 中心磁気壁の姿態（B TM 様姿態　垂直偏波動作）
